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2023年度版

　　７.　代表者による全体評価と見直しの結果

　　４.　環境経営目標及びその実績
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　　２.　環境経営方針

株式会社シービーエス

　　１.　組織の概要
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環境経営レポート
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連　絡　先 住　　所 〒105-0003  東京都港区西新橋１－６－１５　ＮＳ虎ノ門ビル

電　　話 03-3506-2911 ＦＡＸ： 03-3506-2908

（５） 環境管理関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　 管理グループ 専務取締役 池上　啓八

環境業務担当者 総務・人事部 部長付 小曽根　誠

全従業員数合計 1,957

※人材派遣、出向に関する管理業務は本社で実施するが、人材派遣先及び出向先の活動に関しては
審査対象外。

各地支店
全国７ヶ所（関連会社に業務委託をしてい
るため自社としての業務実態はない）

入札・受注窓口 0 －

上記従業員数合計 57

人材派遣先事業所 関東地区 派遣事業 33 －

出向先事業所 関東地区 社外出向 24 －

非認証・登録事業所（審査対象外事業所）

事業所 所在地 業務内容 従業員 拡大実施・予定年

ＥＰＳ事業（清掃業務） 東北、北陸地区 発電所内 清掃業務 240 2026

上記対象従業員数 1900

BS事業（ビルその他業務） 関東地区 警備・客室・管理人等 160 2026

ＥＲ事業（ビル管理業務） 関東地区 ビル設備管理補助業務 299 2026

ＢＳ事業（ビル清掃業務） 関東地区 ビル清掃業務（中規模） 510 2024

ＢＳ事業（ビル清掃業務） 関東地区 ビル清掃業務（小規模） 197 2025

ＢＳ事業（ビル清掃業務） 関東地区 ビル清掃業務（大規模） 241 2023

ＢＳ事業（ビル清掃業務） 東京都内コア６管理作業所 ビル清掃業務 147 2019

認証登録年

非認証・登録事業所（管理作業所（作業拠点）、活動及び従業員は審査対象事業所）

管理作業所 所在地 業務内容 従業員 拡大実施・予定年

本社 東京都港区西新橋1－6－15ＮＳ虎ノ門ビル 営業・管理業務 100 2019

赤坂デポセンター 東京都港区赤坂3－6－12山翠会館４Ｆ 巡回サポート業務 6 2019

　本社所在地 〒105-0003  東京都港区西新橋１－６－１５　ＮＳ虎ノ門ビル

（２）　会社設立及び資本金

　設立年月日 昭和35年1月30日 　資本金 4,356万円

１.　組織の概要

（１)   社名、代表者名及び本社所在地

　社　　　　名 株式会社シービーエス

　代　表　者 小坂　珠実

（３） 事業の概要

オフィスビルの清掃業務、オフィスビル設備の巡回点検、不動産コンサルティング、人材派遣業

（４） 事業所及び認証・登録範囲

認証・登録対象事業所

事業所 所在地 業務内容 従業員
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設備の種類 台数

生産設備

なし

車　輛

ハイブリッド車 4台

ガソリン車 1台

①許可・登録の種類 ②許可・登録番号 ③許可・登録年月日 ④有効年月日 ⑤事業の範囲

東京都

建築物環境衛生
総合管理業登録

東京都１７総第129号 令和5年10月2日
令和5年10月12日
から令和11年10月

11日まで
東京都

（８）設備等の状況

1,930

単位 2020年 2021年

1015510912百万円

（７) 事業のための許可取得・登録状況

1,958

687.98

建築物ねずみ昆
虫等防除業登録

東京都９ね第349号 令和5年12月14日
令和6年1月14日
から令和12年1月

13日まで

（６) 事業の規模

2022年

10484

1867

687.98

10654

1957

687.98

2023年

687.98

項　　　目

床面積

従業員数

売　上　高(全社)

㎡

人

351対象事業所売上高 (内数) 百万円 384 370 391



この環境方針は、全従業員に周知すると共に、一般にも公開します。
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③顧客仕様に基づく廃棄物の分別の徹底とリサイクルの推進、節電・節水の励行

① 床面・トイレ洗剤を使用する場合は、適切に使用量管理を行います。

４．水使用量の削減

①業務用水、生活用水の節水に努めます。

① 裏紙使用等にて事業所内のコピー用紙使用量の削減に努めます。

② 複合機の機能を活用し、不要な印刷物を削除し、コピー用紙使用量の抑制に心掛けます。

 

５． 環境配慮製品・サービスの提供

② アルカリイオン水の使用率を増やし環境への負荷低減に努めます。

　　制定：2018年9月1日

　環境経営への取組みに当たっては、環境関連法規等を遵守し、以下の重点分野に従って

２.　環境経営方針

環　境　経　営　方　針

[　経　営　理　念　]

　株式会社シービーエスは、「安心・安全」な環境を実現し、お客様から信頼される企業を目指し、

社員一人一人がイノベーション意識を高め、「人のシービーエス　技術のシービーエス」として、

豊かな環境社会の実現を目指すことを企業理念とする。

［ 環 境 経 営 指 針 ］

　当社は、企業理念に基づき、経営と環境が融合した環境経営を推進とすることにより、

ビルメンテナンス業として、経営における課題を克服し将来に発展する事業経営、並びに環境負荷

の少ない事業活動及び環境に配慮した製品・サービスの提供に積極的に取組みます。

③ 資源を有効利用すると共に使用済資源のリサイクルを推進します。

３． コピー用紙使用量削減

代表取締役社長　小坂　珠実　　

株 式 会 社 シ ー ビ ー エ ス

　　改訂：2023年2月16日

全従業員による環境活動を実践すると共に環境経営の継続的改善を図ることを誓約します。

［環境への取組の重点分野］

２．廃棄物排出量削減

① 業務に係わる産業廃棄物の発生を抑制すると共に適正処理を行います。

④顧客要望に適切（礼儀・挨拶を含む）・迅速な対応と効率的な作業の実施

② 事業所から発生する一般廃棄物の削減に努めます。

１． 二酸化炭素排出量削減

①始業前、昼休みの照明設備消灯及び事務機の省エネ化により電気使用量の削減に努めます。

② エコドライブの徹底により車輛等の燃料使用量削減、燃費効率向上に努めます。

③ その他化石燃料使用量削減に努めます。

　　改訂：2020年12月1日



 

　

（正） （正） （正）
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　2018.　9.　1

2020 . 12. 1

３.　環境経営実施体制

制定日　：

改訂日　：

2023.  2. 16

環境管理責任者

環境管理委員会

代表取締役社長　小坂　珠実

池上　啓八

小曽根　誠

管理部門

代表者 改訂日　：

デポセンター ビルサービス事業部門

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

委員長 西村　隆司 環境管理委員会事務局

部門責任者 部門責任者

事務局長

委員

環境管理責任者 事務局長 宮崎　清

部門責任者 担当

担当 廣田　佑貴

従業員

田尻　邦彦

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

　・問題点の是正処置の統括　　・環境コミュニケーションの対応

環境管理委員会事務局
　・環境管理責任者の補佐

　・EA21活動に関する事務

部門責任者

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

環境管理委員会
　・環境経営方針等決定事項の社内伝達

　・EA21活動に関する協議、意見交換

部門責任者

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

代表者

　・経営における課題とチャンスの明確化

　・環境経営方針の制定及び社内周知

　・環境管理責任者の任命及び実施体制の承認

　・EA21全体取組状況の評価と見直し

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意

役割、責任及び権限表

対象者 役割、責任・権限

池上　啓八 平石　　卓馬

従業員 従業員



　

 

1

1 1 1

kwh

0.474 kg-CO2

kwh

0.474 kg-CO2

L

2.32166 kg-CO2

L

2.32166 kg-CO2

kg-CO2 ×

万円 ―

1 1 1

kg ✕

kg 〇

kg 〇

㎥
ｔ

回数 〇

1 1 1

ℓ

ℓ

ℓ
目標
達成

1 1 1

2023年度実施 〇

2023年度実施 〇

202年度実施 〇
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×

目標
達成

具体的取組内容を
実施

具体的取組内容を
実施

具体的取組内容を
実施

顧客仕様に基づく廃棄物
の分別とリサイクルの実施

従業員教育により提供す
る業務の均質化とサービ
スの質向上

３．水使用量削減 業務・生活用水 節水指導データなし 節水指導 節水指導 節水指導

（普通洗剤） ％削減 ％削減

使用量
把握

使用量
把握

ＰＲＴＲ法
化学物質

４．.化学物質
　使用量の管理

５.環境配慮製品
サービスの提供

（エコ洗剤）

計

床用洗剤

実績目標

0

使用量
把握

〇
2,727 2,727 2,727

実績

〇

ℓ 2,700
％増 ％増 ％増

2727 2938

目標基準値比 基準値比 基準値比

471 471 471

実績把握

12

1,736.291,783

118.0

使用量
把握

475.4

0

471 516.5

〇枚

実績把握

シュレッダー屑 実績把握 実績把握 実績把握 実績把握

345,015 345,015 345,015 332,500

628.50

423.01実績把握

623一般廃棄物 629 623 623 623

〔資源有効利用〕

リサイクル資源

46,241 45,307 46,241

1,652 904.1

％削減 ％削減 ％削減

4,650 3,279.2

目標
基準値比 目標

達成

（2）化石燃
料使用量の
削減（デポ）

（1）電気使
用量の削減

（デポ）

電気

排出係数

19,691

8,431

19,494

50,734

原単位指標 売上高 38,454 ― ― ― 35,015

ＣＯ2排出量計 46,709

排出係数

2,023

2,818

2,003

46,241

×
64,765 64,765 64,765 76,185

712 389.40

30,699 36,112

19,494

9,240

22,024

10,439
×

〇

30,699 30,699 30,699

2020年度実績比

（2）化石燃
料使用量の
削減（本社）

ガソリン 719 712 712 712

9,240

排出係数 1,210 1,653 1,653 1,653

9,2409,240

４.　環境経営目標及びその実績

環境目標項目
基準年 中期年度目標

2022年度
実績及び評価

2020年度
実績

2023年度 2024年度 2025年度 2022/12～2023/11

実績

19,49419,494

ガソリン

％削減

基準値比 基準値比 基準値比

2,003

4,650

2,003

4,650

1.20 1.45

電気 65,419 64,765

〔目標値設定率〕
基準値比

目標

排出係数 31,009

データなし

データなし

データなし

アルカリイオン
水

原単位ＣＯ2排出量 kg-CO2
／万円

1.21 1.20

348,500 345,015

（ＣＯ2排出量計/売上高）

２.廃棄物排出量
　の削減

基準値比

コピー紙使用量
削減

kg 0

顧客ビルでの節電・
節水の実施

〔目標値設定率〕

457 実績把握

〔目標値設定率〕

トイレ洗剤 475.4

目標
達成

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

％削減 ％削減 ％削減

（1）電気使
用量の削減

（本社）

産業廃棄物 実績把握 実績把握 実績把握 実績把握
0.00

〇

2,003

4,650

1,412.43
〇

1.20 1.20

実績

189
63

×

基準値比



  
〇 ： △ ： ☓ ：

1

×

〇

2

〇

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇
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2023年度使用量を

①.顧客仕様に基づく廃棄物の分
別の徹底
②リサイクルの推進

具体的取組内容を
実施

顧客ビルでの節電・
節水の実施

①顧客ビルでの不使用設備の
　 電源オフ、②節水、
③業務効率向上

具体的取組内容を
実施

従業員教育により提
供する業務の均質化
とサービスの質向上

①新規従業員研修
②マニュアルの徹底

具体的取組内容を
実施

池上

顧客仕様に基づく廃棄物の分別
をし、問題はなかった。また、2021
年度より継続して業務の均質化と
顧客満足の向上について計画と
実施をわかりやすくした。
研修は毎週水曜日に実施

評価

リサイクル資源

コピー用紙使
用量削減

ミックスペーパー、シュレッダー

一般廃棄物
の削減

評価

3.水使用量削減 池上

業務用水節水指導、生活用水の節
水を確認した。

評価

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

産業廃棄物
の削減

リサイクル以外のゴミ屑収集し、計量した

発生時の適正処分等

池上

収集し、リサイクルに廻している。

ゴミの分別は意識して行っている。
池上

環境経営目標項目 具体的取組内容
推進責任

者

環境経営計画

池上

池上
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 低燃費車の計画的導入

始業前、昼休み、終業時の適切

LED電気スタンドの使用

〔評価基準〕 ある程度できた

実施した取組内容
取組結果と評価（〇△×）

紙類の分別、回収の徹底
後廃棄。目標を達成することができなかった。

電気使用量の目標値クリアできなかった。

池上

業務時間外消灯実施

裏紙使用、無駄なコピーの減少により

目標はクリアできたが昨年度より増加した。

在宅勤務が終わった為と考えられる。

評価

ハイブリット車の効果により目標を達成

コピー用紙の使用量削減

裏紙使用

空調の温度設定の適正化

池上

毎週水曜日ノー残業デー実施

評価

契約先に適切に返却している。

評価

パソコンについてはリース契約終了時に

評価

廃棄方法の分別区分を写真で明示して

屑の分別

朝礼等で節水の呼びかけ
及び巡回確認

低環境負荷洗剤
使用量の拡大

客先の要望により、目標値よりトイレ
洗剤の洗剤使用量の削減ができな
かったが、昨年度より削減した。

評価

本年の取組みを継
続する。

本年の取組みを継
続する。

なかった。ＳＤＳを取り寄せて調査

アルカリイオン水の使用を喚起し使
用量が増えた。

池上

各管理所へのアルカリイ
オン水の使用を喚起す
る。

池上 継続する。
4.化学物質使用量
　の管理

新規薬剤等の使用の場合は

評価

本年度の取組み内容を

従来洗剤使用
量の削減

従来洗剤から低環境負荷
のアルカリイオン水使用へ
移行し、洗剤使用量の削
減

5
.

環
境
配
慮
製
品
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

顧客仕様に基づく廃
棄物の分別とリサイク
ルの実施

継続する。

継続する。

本年度の取組み内容を

基準とした。

本年度の取組み内容を

継続し続ける

本年度の取組み内
容を継続する。
リース期間満了後、
ガソリンエンジン車を
ハイブリッドへ切り替
えを検討。

新規で使用洗剤のSDSを取り寄せることは

処理業者と契約し、

分別を徹底し、廃棄量

を減らす。

工事業務にて産廃発生が、イレギュラーにあった。 発生した産廃は廃棄物

引き続き心掛けた。

本年度の取組み内
容を継続する。月１
回指導と確認をす
る。

評価

アイドリングストップやエコドライブを

マニュフェスト伝票を保管

する。

年間通して計量する。

本年度の取組み内容を

５.　環境経営計画と環境経営計画に基づき実施した取組内容、
　　 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

電気使用量の
削減

クールビズ、ウォームビズ

ビルの全体空調の

夏季28℃、冬季20℃

良くできた 出来なかった

化石燃料使用
量の削減

次年度環境
経営計画

本年度の取組み内容を

温度設定により電気

省エネ複合機を使用 量が増えるようなので

継続する。

5/1～10/31クルールビズ実施

エコドライブ

評価

冬季・夏季共に電気量が目標を大幅
にオーバーした。ビルの全体空調の
気温設定が目標設定値と合致してい
なかった。

な消点灯

毎週水曜日ノー残業デー

アイドリングストップ



年 11 月 30 日

8 　

項　　目 内　　　　　　容

　

　当社は、関係当局からの違反の指摘、指導及び利害関係者からの訴訟等は、これまで

７.　代表者による全体評価と見直しの結果

変更の内容変更の有無

②産業廃棄物の計量を行い、実数値の把握に努めたことはよかった。

３.報告した情報

４.代表者の評価

①環境経営目標達成状況

②環境経営計画の実施及び運用結果

③環境関連法規等の遵守状況

影響が大きかった。ガソリン車1台はリース終了後、ハイブリッド車への交換を検討。

④環境関連法規等の遵守状況については問題ないと考えられる。

③水使用量の削減指導を実施したことはよかった。

⑥ガソリン量削減については、目標を達成した。アイドリングストップとハイブリッド車の

５.見直しの結果

見直し項目

①環境方針

６.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

④外部からの苦情、要望等

①山翠会館では冬季窓開けをし、夏場は異常気象の為使用電力量が増えた。

本社は冬季も夏季も電気使用量が増えた。ビル全体の空調による。

⑤外部からの苦情、要望等は無い。

1.見直し実施日

2.出席者

　2023年11月30日(木)

　代表取締役、環境管理責任者

・容器包装の分別リサイクル実施

　ありませんでした。

　当社事業及び製品に関する主な環境関連法規等は下記の通りであり、今年度遵守状況を

確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。

①エネルギー使用の合理化

（１）　関連法規等の遵守状況

（２）　外部からの違反、訴訟等の有無

法律名 遵守状況

防火対象物の点検を実施する。

有用な部分や材料をリサイクル ・家電廃棄時の適法処理

分別収集し資源へ蘇らせる

省エネ法

東京都火災予防
条例３０条

遵守状況確認日 2023

当社が遵守すべき事項要求事項

廃棄物処理法

①処理委託業者との契約締結 ・一般廃棄物ビル管理会社との契約

適正遵守

適正遵守
・産廃収集運搬、処分業者との契約

・戻票（A,B2,D,E)5年間保管

②産廃マニュフェスト交付、保管 ・マニュフェスト交付。

家電リサイクル法

容器包装リサイクル法

適正遵守

適正遵守

・省エネ活動の推進

　電気、ガソリン使用量

②電力需要の平準化 ・電力使用のピークカット対策

防火計画の実施

②環境経営目標

有　・　無

有　・　無

有　・　無

有　・　無

③環境経営計画

⑤実施体制

④環境経営システム 有　・　無
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８.　環境パフォーマンス実績推移
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